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第
十
巻

(
第
二
號

一
四
八
)

三
Q
四

岡
山
藩

の
開
墾
策

(
こ黒

正

巖

本
編
に
本
學
縄
濟
學
部
粥
三
華
年
生
黒
正
忍
が
昨
年
の
暑
中
休
暇
な
利

用
し
そ
の
郷
国
岡
山
池
田
侯
群
務
所
に
於
て
日
夕
奮
藩
諸
家
書
巻
渉
猟
研

究

ぜ
ら
れ
た

ろ
成
果
の

爺

に
鵬
す
コ
岡
山
蕪

の
開
墾

に
つ
看

て
に
先

に

僑
村
農
學
士
の
「
備
前
藩
に
於
け

ろ
壇
海
墾
田
」
な

み

}
丈
、歴
史
地

理
三

十
三
巻
三
號
に
掲
載

ぜ
ら
れ

た
る
(
こ
こ
め
り

ご
雌

、
該
論
稿
の
圭

こ
す
る

.

所
は
寧

ろ
開
墾
の
方
法
面
構
縄
装
等
に
あ
ザ

て
未
だ
開
墾

の
根
本
目
的

・

、

開
墾
地
の
分
配

、
税
法
停
に
っ
き
論
及
す
ろ
所
な
か
り
し

が
如
し
。
故

に

黒
正
君
の
論
文
に
・
、
の
飲
階

層
補
ふ
こ
ご
な
得
。へ
く
、
足
れ
本
稿
な
輩

に

攻
載

す
る
所
以
也
。
(本
庄
　

第

一

開

墾

の

目

的

寛

永

九
.年

六

月

池

田

光

政

の

岡

山

轄

封

以

前

、

己

に

前

藩

主

池

田

光

仲

は

中

幅

村

外

七

ゲ

村

の
新

田

を

開

墾

、

せ
し
が
、
身
内

に
は
猶
新
田
ご
な
す
の
鹸
地
歴
人
な
る

も

の
あ
り
き
、
光
政
・之
を
察
し
て
大
に
開
墾
を
な
さ
ん

ご
欲

し
寛
永
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
郡
奉
行
に
令
を

獲
し
國
中
を
巡
醜
し
墾
聞
す

㎡、
地
を
見
立
て
之
を
申
出

で
し
め
た
り
。
撚
れ
ざ
も
こ
の
命
令

に
よ
b
上
申
せ
る

開
墾
候
補
地
は
郡
奉
行
が
殊
更
に
多
敷
の
地
を
報
告
せ

こ

ん
こ
し
て
四
園

の
事
情
を
十
分
調
査
せ
ざ
り
し
矯
め
之

が
開
墾

を
貴
行
せ
ぱ
沓
耕
地

の
障
害
ご
な
る
も
の
多
か

り
き
。
因
て
明
暦
「
.一年
†
二
月
「
古
地

の
障
に
不
成
新
田

所
随
分
見
立
可
申
」
旨
の
令
を
獲
せ
り
、
か
く
て
開
墾
候

補
地
敷
百
所
に
達
せ
し
を
以
て
明
暦
アニ
年
八
月
八
日
普

請
奉
行
小
堀
彦
右
衛
門
以
下
十
人
を
し
て
先

つ
適
恰

の

地

た
る
上
道
郡
中
川
村
前

の
新
田
(今
の
盆
野
)
邑
久
郡

の
新
田
見
分
の
た
め
派
遣
し
設
計
圖
面
を
作
り
用
水
の

の

.
利
便
を
調
査
せ
し
む
。
是
岡
山
藩
の
開
墾
政
策
が
確
立

せ

る
時

に
し
て
藩
政
府
自
ら
開
墾
事
業
を
経
管
す
る
ご

同
時

に
廣
く
民
間

に
も
之
を
行
は
し
め
ん
ご
せ
り
。
而

て
そ
の
目
的
ε
す

る
所
は
勿
論
食
糧
の
増
産

に
あ
・D
ε

雌
も
他

に

一
層
重
大
な

る
目
的

の
存
す

る
も

の
少
か
ら

争
存

せ
し
也
。

1)

2)

δ)

類纂 土 壌 門 一 一 自記
法 例集 ・… 昏 藩 に於 て も開 墾 に際 し'(に 常 に この 問題 舟生 ぜ し もの.㌧如 し

類 編.



(イ
)
租
視
増
牧
。
近
時
獲
布
せ
ら
れ
た
る
開
墾
助
成

法
は
国
民

の
食
糧
問
題
解
決
に
資
せ
ん
が
た
め
制
定
せ

ら
れ
な
れ
ざ
も
、
岡
山
藩
に
於
て
は
必
ず
し
も
民
祓
の

…
増
推
「を
轄
夘
一
次
の
目
的

と
せ
ホ
'、
密
丁ろ
耕
地

の
振
張

に

一
よ
り
貢
租
を
増
加
し
以
て
藩
の
財
政
窮
乏
を
救
は
ん
こ

せ
る
も
の
＼
如

し
、
常
時
各
藩
は
何
れ
も
財
政
困
難

に

.

陥
り

そ
の
経
済
政
策
は
租
税
の
増
牧
を
第

一
の
目
的
ε

せ
り
。
岡
山
藩
亦
然
b
ε
す
。
殊

に
天
災
甚
多
く
又
他

藩

に
見
ざ
る
多
額

の
経
費
例

へ
ば
三
萬
石
の
家
老

二
名

を
有
す
る
等
到
底
三
十

一
寓
五
千
二
百
石
の
封
畷
を
以

て
し
て
は
財
政
の
圓
滑

を
期
す

べ
か
ら
事
、
藩
圭

の
特

権
牧
人
乏
し
き
岡
山
藩
に
於
て
は
財
政
資
源

は
之
を
租

税

に
求
め
ざ
る
を
得
す
、
或
は
海
運
を
奨
顕

し
て
船
舶

運
上
を
課
し
或
は
山
林
彿
下
を
な
し
て
牧
人
を
増
加
せ

一
ん
こ
し
た
る
も
多
を
望
む

ぺ
か
ら
す
、
只
地
租
に
至

っ

て
は
耕
地
振
張

に
よ
b
大

に
増
牧

の
見
込
あ
る
を
以
て

…
そ
の
地
利
を
用

ひ
て
開
墾
を
な
し
財
政
に
資
せ
ん
ご
せ

し
な
り
。

(圓
)
人
員
救
助
、
光
政
執
政

の
初
寸
人
民
の
信
念
を

…
確
立
し
健
全
な

る
思
想

の
啓
獲
.に
力
め
淫
祠
邪
激

の
撲

雑

鉄

岡
山
藩
の
開
墾
策
(
ご

簿
噺暫
射
耀
無
購
聾
矯
灘
講
囎
卿囁ぞ

・L
L

新
田
に
移
住
せ
し

め
以
て
食
を
奥

へ
た
る
こ
ご
金
岡
新

田
開
墾
の
條
に
見

ゆ
。
後
綱
政

が
遺
法
を
奉

じ
て
上
道

郡
南
部
海
濱
斥
歯

の
地
を
開
墾
せ
ん
こ
す
る
や
、
家
臣

津
田
重
二
耶
水
患
を
開
墾
督
役
に
任
じ
封
内
の
庶
晟
に
の

布
達

せ
し

め
た

る
元
蕨
四
年
十

一
月

十

一
日

の
制
令

を

見

る
に
藩

内

の
細
民

に
産

を
賦
與

せ
ん

ε
し
た

る
こ
ビ

明

な
り
。

曰
く
、

「来
年
新
田
被
仰
付
候
に
竹
村
々
に
て
田
地
少
く
家
内
の
人
数
多
き
に

つ
琶
渡
世
難
成
百
姓
共

へ
石
新
田
の
丙
遣
し
渡
世
仕
儀
様
に
可
被
仰
竹
俣

左
様
の
者
共
の
家
内
に
て
男
女
に
不
限
奉
公
人
に
可
成
分
ば
奉
公
人
に
出

さ
ぜ
其
外
片
付
可
成
分
に
念
入
致
吟
味
残
る
人
吸
に
悪
じ
田
畠
少
く
渡
世

難
戒
こ
相
見
候
百
姓
の
分
遂
吟
味
書
出
可
申
候
」

俗

ほ
當
時

に
あ
り

て
は
所

謂
有
産
者

も
そ

の
常
業

の

み

に
て
は
充

分
の
所
得

な
く
生
活

の
向

上
を
期

す

べ
か

ら
中

、

「
般

に
不

景
氣

の
時

に
土

本
事
業
等

を
起

し
人

民

を

し
て
日
用

米
銀
を
得

し

め
ん

ε
し
た

る
は
、
岡
山

藩

の
み
な
ら

す
他

藩

に
於

て
も
行

ひ
し
所
也
。

而
て
そ

の
最

も
生
産

的
に
し

て
官
民
共

に
利
あ

る
所
多

き
は
即

ち
開
墾
事

業

巳
す

、
岡
山
藩
政
府

が
開
墾

を
行
ひ
藩
士

第
十
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…
雑

録

岡
山
藩
の
開
墾
策
(
こ

㎝
及

び
領
民

に
賃

銀
米

を
得

せ

し
め
ん

と
せ
し
こ

ご
は
、

…
開
墾
事
業

の
幹

部

が
何

れ
も
藩
⊥
⊥
の
伜

に
し
て
有
職

の

壬

に
非

さ
り
し
を
見

る
も
明

な

6
所

ざ
す
。

一

((
証

菜

の
活
用
、
岡
山
藩
の
慧

は
寧

久
±

年
七
月
十
日
水
患

の
建
議
に
因
り
、
本
多
下
野
守
夫
人

た
り
し
光
歌

の
長
女
の
賜
沐
竺

千
貫
.を
借
り
之
を
資

一
巳
し
て
朱
子
肚
倉
法
に
則
り
創
設
せ
る
も
の
な
り
。
面

一
て
そ
の
目
的
は
肚
倉
本
來
の
機
能
た
る
備
殖
貯
蓄
を
圭　

一蓬
す

る
も
の
に
井
季
し
,て
、
高
利

の
負
債

に
苦
し
め
る

農
民

に
耽
倉
米
を
貸
付
け
、
そ
の
利
得
を
以
て
財
政

の

一
助
ε
レ
、
畢
校
千
留
所
を
設
立
し
船
舶
を
建
造
し
新

.

田
の
開
墾
を
行
ひ
国
力

の
増
進
を
計
ら
ん
4
し
た
る
も

の
楽
し
て
、
謂
け
マ
農
業
金
融
機
闌
な
れ
ば
他
藩

の
肚

一
倉
,
ご
大
に
そ
の
趣

を
異
に
す
。

水
患
は
自
ら
乱肌
倉

の

一
管
理
を
な
し
巧

に
耐
倉
米
を
蓮
m用
し
逐
年
そ
の
基
礎
強

　
大
こ
な
撰
し
を
以
て
遂
に
倉
田
、
沖
、
幸
島
及
ひ
顧
浦

の
四
大
新
田
開
墾

の
経
費
を
融
通
し
そ
の
大
業
を
完
成

せ
し
め
な
り
、
砒
倉
米

の
活
用
も
.亦
岡
山
薪
開
墾
事
業

の
目
的

の

一
に
敷
ふ
可
き
歎
。

第
二

開
墾

の
方
法
及
面
積

第
十
巻

〔第

二
號

一
五
〇
)

三
〇
六

　

岡
山
藩
の
開
墾
策
は
之
を
こ
期

に
分
う
こ
ε
を
得
。

一
策
.
一
期
は
萬
倍
新
田
の
成
り
℃
寛
永
十
九
年
よ
り
福
田

薪

田
開
墾

の
嘉
永
五
年
に
至

る
問

に
し
て
・
そ
の
年
月

一
景
も
畢

罠

昔

開
墾
を
慧

せ
藷

代
手

・
第

二
期
は
そ
の
以
後
を
謂
ひ
幕

ボ
有
事

の
際

に
し
て
封
建

制
度

の
漸
く
動
揺
せ
ん

ご
し
藩
政
府
も
開
墾
等
に
手
を
r

　

.

下
す

の
鍛
俗
な
く
轟

5
人
民

の
経
管
に
委
ぜ
し
時
代
ε

.
す
。
而
て
そ
の
大
都
分
は
第

一
期
に
於
て
完
成

せ
ら
れ

た
れ
こ
も
、
雨
期
を
通
じ
て
、
蕾
耕
地
の
妨
害
.こ
な
ら

ざ

る
こ
ご
、
治
水
上
河
川
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
林
野

の

開
拓
を
禁
し
植
樹
を
奨
櫛
し
だ
る
こ
ご
、
漁
業
⊥
重
要

噛

な
る
海
岸
山
林
を
伐
採
し
て
開
墾
せ
し
め
ざ
る
こ
ぜ
等

は
、
開
墾
.許
可
に
際

し
大
に
考
慮
せ
し
所
ピ
す
。
左

に

開
墾
方
絵
及
び
、面
積
を
略
述
せ
ん
。

'

(イ
)開
墾

の
方
法
、
藩
政
府
に
於
て
は
先
づ
郡
奉
行

名
主
五
人
組
願
誓
の
申
告
せ
る
開
墾
候
補
地
に
つ
き
四

圃

の
事
情
面
積
誓
を
考
量
し
て
公
私
何
れ
の
経
瞥
ご
す

べ
き
や
冷
」
定
め
た
b
。
即
ち
梅
漬
斥
函
の
地
に
堤
防
を

築
き
、
河
川
の
流
出
す

る
土
砂
を
遮
止
し
て
自
然
に
埋

立

つ
る
か
如
き
大
規
模
の
も
の
は
、
藩

の
輕
螢
す
る
所
u)冠 倉法設置顛末取調書

10)農 商務省農務局肚倉制度に聞すろ調査



…
ご
し
、
山
間

の
手
工
的
開
墾
、
撞
田
の
開
拓
は
民
間
の

一
締
籏
宮
に
鵬
せ
し
む

る
を
常
こ
せ
り
、

次

に
之
を
弦
術
士
よ
り
親
察

せ
ん
に
現
時
行
は
れ
つ

.

ら

あ
る
藤
田
新
田

の
如
き
は
,
三
十
年
来

の
事
業
な
る

…
に
、
倉
田
幸
島
沖

の
三
新
田
が
土
木
機
械
器
具
の
幼
稚

一
不
完
全
な
る
昔
時
に
於
て
、
僅

か

}
二
年
に
し
て
完
成
.

一
し
た

る
は
、
量
驚
歎
す

べ
き
耳
糞
に
あ
ら
す

や
9
の

八
ユ
辛
{隔
新

田
撃九
百
⊥
八
十
飴
町

の
開
銀
旭
を

見
る
に
一
〃
噌

…
を
六
賊

に
分
ち
、
各
丁
場

に
築
切
軌
堤
奉
行

一
人
宛
を

診
き
諸
道
具
請
佛
見
届
、
松
木
切
方
、
日
用
米
講
綿
見

屈
、
醤
者
二
名
、
諸
買
物
値
段
究
、
御
横
目
及
び
惚
見

.

廻
を
お
き
人
夫
を
配
し
分
業

に
よ
っ
て
作
業
を
機
敏
な

.

ら
し
め
時
に
藩
主
親
臨
b

て
夫
役
を
激
濁
せ
b
。
又
神

一
新
田
千
五
百
三
十
九
町
の

開
墾
に
は
じ
之
を
九
丁
場

に

…
分
ち
各
丁
場

に
は
土
鐵
砲

の
伜
二
人
宛
を
督
役
ε
し
、

一
石
土
請
取
明
き
舟
歌

=

一名
を
お
き
分
業
に
よ
っ
て
材

料

の
運
搬
築
造
田
畠

の
匠
劃
を
な

さ
し
め
普
請
奉
行

二

一
名
横
目

一
名
以
下
児
島
肛
石
取
場
見
廻
四
名
目
用
米
萬

　
賃
米
波
方
見
願
御
普
請
道
具
請
拗
見
屈
惚
丁
場
見
廻
石

…
静
々
是
政
土
俵
戴
割
留
者
数
名
あ
b
て
工
程
を
急
ぎ
或

一
難

錐

岡
山
藩
の
開
墾
策

(
一
)

は
人
柱
の
悲
劇
を
も
見

る
に
耄

れ
胱
。
而
で
織
豊

嚇
》
.

千
五
百
十
八
間
を
七

ケ
月
孚
に
し
て
竣
成
.せ
り
、
今
月

そ
の
宏
大
な

る
堤
防
を
見

る
者
は
如
上
の
短
日
月
に
如

何

に
し
て
成
さ
れ
た
る
や
驚
か
ざ
る
を
得
す
、
右
新
田

は
貞
享
…二
売
・以
来
の
計
叢
な
り
し
も
蕃
山
三

振

の
反
数

あ
b
て
漸
く
元
藤
五
年
着
手
せ
し
が
故
に
、
そ
の
闘
東

西
二
大
川
の
土
砂
堆
積

し
軍

"
潮
止
堤
防
を
築
く
の
み

な
ら
す
術
ほ
用
水

の
開
墾

,
道
路

の
建
設
、
匝
劃

の
整

理
等
多
く
の
時
日
ε
勢
力

ご
を
要
す

る
も

の
あ
b
し
な

.

り
。
然
か
も
そ
の
竣
工
速
に
し
て
毫
も
今
日

の
耕
地
整
.

理
に
劣
ら
ざ

る
必
見
ぱ
如
何
に
作
業
方
法
の
巧
妙
な
b

し
か
を
知
る
に
足

る
可
し
。

(
園
)
開
墾
地
の
面
積
、
岡
山
藩
が
寛
文
四
年
幕
府
に

申
達
せ
し
當
時

の
新
阻
敷
及
び
石
高
次

の
如
し
、

和 岩 赤 上上津 御 那
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鐘

岡
山
藩
の
開
墾
策
(
こ

}

児

島

可「大

二
、合
汎、果

一画
量
、「天

一三
八

.
邑

久

二主

美
(、美

景
顎
弐

「
吾

北

の
外
備
中

に
於
け

る
十

二
新

田
、
高

三
百
四
十

二

.

石

【
斗

八
升
を

合

す
る
時

は
、
石
高

一
礁

二
千
五
百

五

五
八
斗

七
升

、
新

田
敷
百

九
十

七

に
し

て
、
大
多
数

は

民

間

の
輕
、螢

に
成
b

し
も

の
ぜ
す

。
而

て
右

の
内
十

石

以

下

の
新
田

百
六
、
高
四
百
十
九

石
北
斗

八
升

に
し

て

墾

・
二
千
・
+
吾

八
晃

升
・
+
蚕

上
・
新

=

田
九
十

一
を
以

て
成

る
、
開
墾

が
普
く
対
内

に
行
は
れ

た

る
を

知

る

べ
し
、
街

ほ
そ

の
後

の
藩

業

に
射
す

る
開

墾

左

の
如

し
。
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-
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後
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政
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行
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享
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り
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編
田
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新
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五
十
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、
嘉
永
五
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(
一。。
罵
)
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同
新
田
九
百
五
十
四
町
飴
を
開
拓
し
、
更

に
文
政
三
年

(
[。。
δ
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府
の
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新
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五
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十
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っ
て
は
所
在
小
新
田
の
開
墾
あ
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し

な
ら

ん
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録

の
見

る
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き
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の
な

し
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